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１．はじめに  

 本研究では，ライフサイクル最適化（K i m  e t  a l . ,  2 0 0 3）を燃料別自動車（ガソリン車（G V），

ハイブリッド車（H E V），プラグインハイブリッド車（P H E V），電気自動車（B E V），燃料電池自動

車（F C E V） ）に関するライフサイクルインベントリデータに適用する。ケーススタディとして，日本

の乗用車を対象に2 0 2 0年から2 0 5 0年までのライフサイクル C O 2排出量 ( L C - C O 2 )を最適化す

る電動化ロードマップ（最適戦略）を提案する。さらに，最適戦略による削減量を既存の排出削

減策（例：燃費改善，車両・バッ

テリー製造時の排出削減，グリ

ーン発電）と比較し，最適戦略

が自動車に関する排出削減策

の選択肢の一つとなり得るかど

うかを検討する。  

 

２．分析方法  

本研究では，ライフサイクル最

適化に基づいて製造されてから

特定の時期までの L C - C O 2を最

小化するような各年の燃料種別

の新車販売割合を推計する（図

1）。また，最適化問題の制約条

件にバッテリー供給量を入れるこ

とによって，資源調達のリスクを

考慮した場合の最適戦略の実現

可能性と制約が最適戦略に与え

る影響についても分析する。  
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３．分析結果と考察  

最適戦略は，既存の緩和策よりも排出削減量が大きい（図2）。既存の排出削減策の組

み合わせを適用した場合，ベースラインと比較した L C - C O 2の累積削減量は，燃費改善

（5 . 4 %），燃費改善とグリーン発電（5 . 8 %），燃費改善とグリーン発電および排出原単位

の削減（1 0 . 3 %）であるのに対し，最適戦略の削減効果は8 . 2 %である。また，最適戦略

は既存の排出削減策と整合的であり，これらの削減効果を高めることができる。例えば，

すべての対策を実施した場合，2 0 5 0年の排出量は，w e e l - t o - w h e e l：9 . 3  M t，国内：

1 2 . 5  M t，グローバル：1 5 . 7  M t となり，ベースラインから5 0 4 . 8  M t（1 9 . 2 %）の累積

削減となる。カーボンニュートラルの達成には、さらなる排出削減対策と技術革新（全固

体電池など）が必要である（ S u n ,  2 0 2 0）。政策立案者は，最適戦略を自動車排出量削減

の新たな選択肢として検討し，その実施に向けた措置を講じるべきである。  
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